
※行事等につきましては、急な変更があるかもしれません。ご了承ください。 

２月の主な行事等予定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 曜 行事等 日 曜 行事等 

１ 土  １5 土                    ２年修学旅行 

２ 日  １6 日  

３ 月  １7 月 ２年振替休業日 

４ 火 学校朝会 18 火 ３年県公立志願先変更 

５ 水 PTA植栽 19 水 ３年県公立志願先変更 

６ 木  ２0 木  

７ 金  ２1 金 テスト前諸活動停止期間（～27日） 

８ 土 学校公開日   短縮３時間 ２2 土  

９ 日  ２3 日 天皇誕生日 

１０ 月 振替休業日 ２4 月 振替休日 

１１ 火 建国記念の日 ２5 火 表彰朝会 

１２ 水 ３年学年末テスト ２6 水 １・２年学年末テスト   ３年県公立学力検査 

１3 木 ３年学年末テスト     ２年修学旅行 27 木 １・２年学年末テスト   ３年県公立実技・面接 

１4 金                    ２年修学旅行 28 金  

青空高く       

令和７年２月３日（月） 

鶴ヶ島市立鶴ヶ島中学校 

校 長  谷ヶ﨑 仁 

《学校教育目標》   心を磨く    本気で学ぶ    心身を鍛える 

《目指す学校像》   感動と笑顔あふれる鶴ヶ島中学校 

  「春」 大きな飛躍を期待して 
寒い日が続いていますが、暦の上では春を迎えました。 

立春の日付けは地球と太陽の位置関係によって微妙に変わってくるそうで、 

例年は２月４日だった立春が、今年は２月３日になりました。 これからは、少しずつ春の気配を感じら

れるようになってくることでしょう。 春は、もう、すぐそこまで来ています。 

さて、学校は、本年度のまとめと次年度の準備で、特に大事な時期を迎えています。 ３年生は受験

シーズンの真っただ中。 不安と戦いながらも、みんな一生懸命よく頑張っています。 １年生・２年生も

それぞれスキー宿泊学習や修学旅行の取り組みを通して大きく成長しつつあります。 春は「飛躍」の

季節です。 より高く、より大きく飛ぶためには「今」が大切です。 生徒たちには、勉強でも、運動でも、

掃除でも、あいさつや返事でも、気づかいや優しさを意識した行動でも、どんな些細なことでも構わな

いので、これまでの自分を越えられる何かを心に決め、地道に実践してみてほしいと思います。 誰に

気づかれずとも、心の中で密かに胸を張れるものを持ってほしいと思います。 それが自信となり、成長

につながります。 春は、もう、すぐそこまで来ています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 教職員 生 徒 保護者 地 域 

学校教育目標・教育方針（理解・達成の努力） １００％ ８７％ ６７％ ８７％ 

学級経営（生徒が活躍できる学級づくり） ７６％ ８８％ ７２％ ９４％ 

学習指導①（学び合い学習の実践） ８６％ ８８％ ７８％ ８１％ 

学習指導②（ICT機器の有効活用） ６７％ ８８％ ８１％ ８２％ 

体力（体育授業や行事等を通じた体力づくり） ７６％ ７９％ ８０％ ８２％ 

生徒指導①（課題に対する組織的な対応） ７６％ ７８％ ６１％ ７５％ 

生徒指導②（生徒の良さや可能性の伸長） ９１％ ８７％ ６６％ ７５％ 

特別支援教育（特性の理解と対応の工夫） ９１％ ７５％ ５９％ ７５％ 

地域とともにある学校（学校・保護者・地域の連携） ７６％  ６２％ ８８％ 

働き方改革（教育の質の維持・向上） ６２％    

令和６年度「学校評価」結果報告 

 令和６年度「学校評価」結果を以下のとおりご報告いたします。 ご協力いただきました皆様、

大変ありがとうございました。 全１０項目について ①そう思う ②だいたいそう思う ③あまり

そう思わない ④そう思わない ⑤わからない・無答 の５段階でご回答いただきました。 質問

の文言は「教職員」「生徒」「保護者」「地域」で多少異なりますが、下の表はそれぞれの肯定

的評価（①そう思う ②だいたいそう思う） の割合をまとめたものです。 なお、８０％を超えた

項目については、枠を塗りつぶしています。 

・肯定的評価が８０％を超えているのは、１７項目／全３６項目中であった。 （４７．２％） 

※教職員：４／１０（40%）  生徒：５／８（63%）  保護者：２／９（22%）  地域：６／９（67%） 

・生徒指導①（課題に対する組織的な対応）の項目は、４者全てにおいて肯定的評価８０％を 

 下回った。 

・４者全てが肯定的評価８０％を超えている項目は無かった。 

 

 

 

 

【考 察】 
高い評価を得ている項目もありますが、十分とは言い難く、それぞれさらに工夫・改善が必要

であると考えます。 学習指導や生徒指導、学級経営等、教職員の役割は多岐にわたりますが、

働き方改革を推進することによって業務を精選し、今よりも質の高い教育活動を展開できるよう

さらに努力をしなければなりません。 そして、生徒には、予測困難で先行き不透明なこれからの

時代をたくましく生き抜くことができるよう、自ら考え、主体的に行動できる力を育んでまいりま

す。 そして、こうした取り組みを、保護者の皆様や地域の皆様に積極的に発信することも重要で

あると考えます。 生徒一人一人の努力や成長の様子、つまずきや課題等も、細かく共有できる

よう努めてまいります。 本年度は、学校経営の基本理念として、「信頼関係の構築」「組織力の

発揮」「自尊心の育成」の３つを掲げておりました。 このことをあらためて心に留め、全教職員

が一丸となって、魅力ある学校づくりに励んでまいります。  

保護者の皆様そして地域の皆様、今後とも、ご協力のほどどうぞよろしくお願いいたします。 


